
－－ CONTENTSCONTENTS －－

■「市の財布」中身をお見せします－決算報告■「市の財布」中身をお見せします－決算報告 …… 22－－33

■見直します市の財政計画■見直します市の財政計画 …………………………………………………… 44－－55

■変わります「あなたの税額」■変わります「あなたの税額」 ………………………………………… 66

■灯油購入費の一部助成■灯油購入費の一部助成 ………………………………………………………… 77

■市消防出初め式■市消防出初め式 ………………………………………………………………………… 88－－99

第67号

平成平成2020年年11月月1616日日
11 1616

　
太
田
風
の
子
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は

陸
上
や
相
撲
、
そ
し
て
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
な
ど
の
複
数
の
競
技
を
と
お
し
て

体
力
づ
く
り
に
励
ん
で
い
る
ス
ポ
少

で
す
。

１
月
６
日
に
は
、
９
回
目
を
数

え
る
「
太
田
風
の
子
カ
ッ
プ
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
」
が
県
内
と
岩

手
県
の
強
豪
チ
ー
ム
を
招
待
し
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

同
少
年
団
は
何
度
も
全
国
大
会
に

出
場
経
験
の
あ
る
チ
ー
ム
。
今
年
も

３
月
に
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
出
場

に
む
け
て
猛
練
習
中
で
す
。



歳
出

総務費
57億7,684万6千円
（12.4％）

億2,614万4千円
％）

衛生費
45億4,507万8千円
（9.8％）

労働費
3億3,529万5千円
（0.7％）

議会費
2億9,769万5千円
（0.6％）

諸支出金
4,002万9千円
（0.1％）

農林水産業費
35億3,627万6千円
（7.6％）

商工費
13億3,111万2千円
（2.9％）

土木費
72億4,430万9
（15.5％）

消防費
16億1,198万円
（3.5％）

教育費
55億2,459万6千円
（11.9％）

災害復旧費
1,614万2千円
（0.04％）

公債費
63億1,316万7千円
（13.5％）

歳出総額
465億9,866万9千円

議会費＝議会運営
総務費＝庁舎、広報、徴税費、戸籍・
住民基本台帳費、選挙など

民生費＝障害者、高齢者、児童、生
活保護など

衛生費＝市民の健康維持（健診事
業）などの保健衛生、ごみ・し尿
処理など

労働費＝出稼ぎや雇用対策など
農林水産業費＝農業、林業、畜産業
など

商工費＝商業や工業、観光振興な
ど

土木費＝都市計画整備、道路・河
川・公園整備など

消防費＝消防や水防など
教育費＝学校教育やスポーツ施
設・公民館・図書館運営など

災害復旧費＝災害により受けた被
害の復旧費

公債費＝市が借り入れた市債の元
金や利子の返済分

諸支出金＝市開発公社への貸付金

歳
入

市税
74億9,312万円
（15.6％）

自主財源
130億7,713万5千円
（27.2％）

使用料および手数料
5億2,192万円（1.1％）

分担金および負担金
4億3,728万7千円（0.9％）

財産収入
1億1,171万4千円（0.2％）

繰入金
17億4,150万7千円（3.6％）

繰越金
14億207万5千円（2.9％）

諸収入
13億5,897万1千円（2.8％）

寄附金1,054万1千円（0.02％）

地方譲与税等
29億1,303万1千円（6.1％）

地方特例交付金
1億7,228万7千円（0.4％）

194億9,104万1千円
（40.6％）

国庫支出金
39億8,331万3千円
（8.3％）

県支出金
22億8,676万1千円
（4.8％）

市債
60億6.680万円
（12.6％）

依存財源
349億1,323万3千円
（72.8％）

歳入総額
479億9,036万8千円

自主財源
市税＝市民税、固定資産税、たばこ税な
ど

使用料および手数料＝市営住宅や施設の
使用料、戸籍や諸証明やごみ処理の
手数料など

分担金および負担金＝保育料など
財産収入＝市の所有財産運用など
繰入金＝基金などを取り崩した分
繰越金＝前年度から繰り越された分
諸収入＝貸付金の元利収入など
寄附金＝寄付していただいたお金

依存財源
地方譲与税等＝国や県からの譲与・交付
金

地方特例交付金＝減税で減少した市税を
補填するために国が交付するお金

地方交付税＝市の財政力に応じて国から
交付されるお金

国庫支出金＝市が行う事務事業などに対
する国からの負担金や補助金等

県支出金＝市が行う事務事業などに対す
る県からの負担金や補助金等

市債＝大きな事業を行う際に借りるお金

平成18年度

※構成比については、表示
単位未満を四捨五入し、
端数調整をしているた
め、内訳と会計が一致し
ない場合がありますので
ご了承ください。

大仙市決算報告
　平成19年第４回市議会定例会（19年12月４日～19日）で認定された18年度の一般会計、国民健

康保険事業をはじめとする23特別会計の決算を紹介します。

　みなさんが納めた税金がどのように使用されているかご覧ください。

「市の財布」中身をお見せします

479億 9,036万 8千円

465億 9,866万 9千円
2
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一
般
会
計
＝
18
年
度
「
黒
字
決
算
」

　
18
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額

は
、
歳
入
が
４
７
９
億
９
０
３
６

万
８
千
円
、
歳
出
が
４
６
５
億
９

８
６
６
万
９
千
円
で
歳
出
歳
入
の

差
し
引
き
額（
形
式
収
支
）は
、
13

億
９
１
６
９
万
９
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
、
翌
年
度
に
繰
り
越

し
た
事
業
の
た
め
の
財
源
、
１
０

６
６
万
３
千
円
を
差
し
引
い
た
額

（
実
質
収
支
）が
13
億
８
１
０
３
万

６
千
円
と
な
り
、
大
仙
市
の
18
年

度
一
般
会
計
は
黒
字
決
算
と
な
っ

て
い
ま
す
。

歳
入
＝
財
源
確
保
の
努
力
が
必
要

　
歳
入
は
、
市
税
や
使
用
料
な
ど

の
市
が
自
主
的
に
収
入
す
る
こ
と

の
で
き
る
「
自
主
財
源
」
と
、
地

方
交
付
税
や
国
庫
支
出
金
、
県
支

出
金
な
ど
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ

る
「
依
存
財
源
」
の
２
つ
に
分
け

ら
れ
ま
す
。

　
市
の
自
主
財
源
は
、
み
な
さ
ん

に
納
め
て
い
た
だ
い
た
「
市
税
」

74
億
９
３
１
２
万
円
（
15
・
６

％
）、
施
設
使
用
料
や
保
育
料
、
諸

証
明
の
手
数
料
な
ど
の
「
使
用
料

お
よ
び
手
数
料
」
５
億
２
１
９
２

万
円（
１
・
１
％
）、
積
み
立
て
て

い
る
基
金
な
ど
を
取
り
崩
し
た

「
繰
入
金
」
17
億
４
１
５
０
万
７

千
円（
３
・
６
％
）な
ど
、
あ
わ
せ

て
１
３
０
億
７
７
１
３
万
５
千
円

で
す
。

　
歳
入
に
占
め
る
自
主
財
源
の
割

合
は
27
・
２
％
（
昨
年
は
27
・
６

％
）で
、
残
り
の
72
・
８
％
の
財
源

を
国
や
県
か
ら
の
お
金
に
頼
っ
て

い
る
状
況
で
す
。

　
自
主
財
源
が
多
い
ほ
ど
、
行
政

活
動
の
自
主
性
と
安
定
性
を
確
保

で
き
る
こ
と
か
ら
、
健
全
な
財
政

運
営
を
進
め
る
た
め
に
も
自
主
財

源
の
割
合
を
高
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

大
仙
市
の

財
政
状
況
は
？

市
の
財
政
力
指
数

０
・
３
４
４

　
こ
の
数
値
は
収
入
を
支
出

で
割
っ
た
過
去
３
年
間
の
平

均
値
で
、
指
数
が
「
１
」
に
近

い
ほ
ど
自
力
が
あ
り
、
低
け
れ

ば
低
い
ほ
ど
国
へ
の
依
存
度

が
高
い
こ
と
を
示
し
ま
す
。

※
昨
年
度
の
財
政
力
指
数
は

「
０
・
３
２
６
」
で
す
。

経
常
収
支
比
率

94
・
６
％

　
こ
の
数
値
は
毎
年
決
ま
っ

て
出
て
い
く
お
金
を
決
ま
っ

て
入
っ
て
く
る
収
入
で
割
り

出
し
た
も
の
で
、
70
％
〜
80
％

未
満
で
あ
れ
ば
望
ま
し
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
（
県
平
均

93
・
０
％
）

　
例
え
ば
、
市
の
財
政
を
家
庭

に
置
き
換
え
て
み
る
と
給
料

30
万
円
に
対
し
、
家
の
ロ
ー
ン

や
教
育
費
な
ど
絶
対
に
必
要

な
お
金
が
28
万
３
８
０
０
円

も
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
昨
年
度
の
経
常
収
支
比
率

は
「
94
・
２
％
」
で
す
。

　　 歳　入　　　　　　　　歳　出　　　　　  差 引 額
　
国民健康保険事業

95億 2,754万 6千円 94億 2,874万 3千円 9,880万 3千円

老人保険

104億 3,903万 2千円 103億 9,042万 9千円 4,860万 3千円

土地取得

1,828万 2千円 1,828万 2千円 0千円

土地区画整理事業

33億 3,880万 5千円 33億 3,111万 2千円 769万 3千円

学校給食事業

22億 358万 6千円 22億 320万 1千円 38万 5千円

奨学資金

4,294万 5千円 4,294万 5千円 0千円

宅地造成事業

2億 5,341万 8千円 2億 5,341万 8千円 0千円

簡易水道事業

16億 5,124万 9千円 16億 5,100万円 24万 9千円

公共下水道事業

22億 8,007万 9千円 22億 7,999万 6千円 8万3千円

特定環境保全公共下水道事業

7億 702万 2千円 7億 458万 7千円 243万 5千円

特定地域生活排水処理事業

5,510万 4千円 5,509万 8千円 6千円

農業集落排水事業

31億 4,584万 6千円 31億 4,568万 9千円 15万７千円

介護老人福祉施設介護サービス事業

11億 511万 6千円 11億 505万 8千円 5万8千円

介護老人保健施設介護サービス事業

8億 4,078万 9千円 8億 4,078万 9千円 0千円

老人デイサービス事業

2億 1,234万 5千円 2億 1,234万 1千円 4千円

スキー場事業

4,869万円 4,869万円 0千円

内小友財産区

116万 6千円 52万 4千 64万 2千円

大川西根財産区

864万 1千円 40万 6千円 823万 5千円

大沢郷財産区

109万 5千円 12万 5千円 97万円

荒川財産区

260万 9千円 195万 2千円 65万 7千円

峰吉川財産区

213万 4千円 145万 5千円 67万 9千円

船岡財産区

224万 3千円 178万 1千円 46万 2千円

淀川財産区

3,838万 6千円 3,781万 3千円 57万 3千円

　特別会計合計
　歳　　　入　＝　359億2,612万 8千円

　歳　　　出　＝　357億5,543万 4千円

　差　引　額　＝　1億7,069万 4千円

18年度　特別会計
※合計金額が一致しないのは、表示単

　位未満を四捨五入しているためです。

歳
出
＝
ト
ッ
プ
は
「
民
生
費
」

　
歳
出
で
は
、
福
祉
や
年
金
、
医

療
、
国
民
健
康
保
険
、
介
護
、
保

育
所
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
「
民
生

費
」
が
も
っ
と
も
多
く
、
１
０
０

億
２
６
１
４
万
４
千
円
。

　
２
番
目
は
、
道
路
工
事
や
下
水

道
事
業
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
「
土

木
費
」
の
72
億
４
４
３
０
万
９
千

円
。

　
３
番
目
は
、
市
が
借
り
入
れ
た

市
債
の
元
金
や
利
子
の
返
済
分
な

ど
に
使
用
さ
れ
る
「
公
債
費
」
の

63
億
１
３
１
６
万
７
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
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財
政
改
革
に
あ
た
っ
て
は
、
次

の
２
つ
を
柱
に
掲
げ
進
め
ま
す
。

　
１
つ
目
は
、
市
債
発
行
額
抑
制

に
よ
る
将
来
負
担
の
軽
減
で
す
。

　
現
在
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
大

き
な
要
因
と
し
て
、
市
の
借
金
で

あ
る
「
市
債
」
の
返
済
に
係
る
「
公

債
費
」
の
増
加
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
は
旧
市
町
村
で
合
併
前

に
実
施
し
た
り
、
旧
市
町
村
か
ら

引
き
継
い
で
実
施
し
た
事
業
な
ど

の
借
金
の
支
払
い
が
年
々
増
加
し

て
い
る
た
め
で
す
。

　
今
後
は
、
長
期
的
な
視
野
に
立

ち
市
債
発
行
額
の
大
幅
な
抑
制
を

図
り
、
今
後
の
返
済
額
を
圧
縮
し

て
い
き
ま
す
。

　
２
つ
目
は
、
基
金
の
取
り
崩
し

に
頼
ら
な
い
財
政
運
営
で
す
。

　
市
は
、も
と
も
と
財
政
基
盤
が
弱

い
市
町
村
が
合
併
し
た
ま
ち
で
す
。

そ
れ
に
加
え
、
地
方
交
付
税
や
国

庫
補
助
負
担
金
の
削
減
・
廃
止
等

に
よ
る
歳
入
状
況
の
大
き
な
変
化

が
あ
る
中
で
、
合
併
時
に
お
い
て

比
較
的
高
い
水
準
で
事
務
事
業
を

統
一
し
た
こ
と
に
よ
り
、
財
政
力

以
上
の
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
各
年
度
に
お
い

て
事
業
費
の
不
足
分
を
家
庭
に
お

け
る
預
貯
金
に
あ
た
る
「
基
金
」

の
取
り
崩
し
に
よ
っ
て
、
収
支
を

保
っ
て
き
ま
し
た
。
合
併
前
の
15

年
度
末
に
約
39
億
円
あ
っ
た
財
政

調
整
基
金
も
、
19
年
度
末
の
見
込

み
で
は
約
14
億
円
と
大
幅
に
減
少

し
、
財
政
運
営
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
安
定
し
た
財
政
運
営

や
不
足
の
事
態
に
備
え
る
た
め
に

も
徹
底
し
た
歳
出
削
減
や
自
主
財

源
の
確
保
な
ど
、
基
金
の
取
り
崩

し
に
頼
ら
な
い
財
政
運
営
を
図
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
財
政
改
革
は
大
き
な
２
本
柱
の

も
と
、
次
ペ
ー
ジ
の
５
点
に
お
い

て
具
体
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
収
支
不
足
の
解
消

や
、
突
発
的
な
災
害
や
緊
急
時
に

備
え
て
の
基
金
に
つ
い
て
も
枯
渇

す
る
こ
と
な
く
、
27
年
度
に
は
現

在
の
残
高
ま
で
回
復
す
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
自
治
体
の
財

政
力
を
示
す
実
質
公
債
費
比
率
に

つ
い
て
も
改
善
さ
れ
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
計
画
は
市
が
自

立
・
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
を
確

立
す
る
た
め
の
道
筋
と
し
て
、
毎

年
見
直
し
を
図
り
、
中
長
期
的
に

安
定
し
た
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
な
お
、
財
政
計
画
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

見
直
し
ま
す

市
の
財
政
計
画

自
立
・
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の
確
立
に
む
け
て

「
財
政
改
革
２
つ
の
柱
」

「
安
定
し
た
財
政
運
営
の
た
め
」

　「市の財政推移と今後の見通し」について算定し

た結果、現状のままでは非常に厳しい状況になる

ことが予想されます。具体的には、22年度から24

年度にかけて収支不足が予想されるほか、22年度

には突発的な災害や緊急時に備えて積み立ててい

る基金が枯渇する恐れがあります。

　現行の行政サービス水準を維持し、合併時に予

定された公共事業をすべて実施した場合、財政は

ますます厳しくなります。最悪の場合、公共料金等

の値上げや行政サービスの廃止・縮小など、住民生

活にさまざまな影響を及ぼすことが考えらます。

　このような事態を回避するために、20年度およ

び21年度において集中的な改革を図るとともに、

財政健全化に向けた具体的な取り組みを実施しな

ければなりません。

◆市の実質公債費比率

　「財政状態の健全さ」を客観的に判断するために導入

された指標が実質公債費比率です。　「収入のうち、ど

のくらいの割合を借金返済に充てているか」を示し、低

いほど「財政状態が健全」なことを意味します。

　18年4月から、自治体が資金を調達するために発行

する地方債が許可制から協議制に移行しました。従来

は地方債の発行には総務大臣や都道府県の許可が必要

でしたが、移行後は財政状態が健全な自治体は原則自

由に起債できるようになりました。しかし、この指標

が18％以上になると起債発行について県の許可が必要

となり、25％以上で一部の起債発行が制限されます。

　当市は18年度決算で17.6％ですが、ピーク時の24年

度には22％台になることが予測されます。しかし、財

政改革を進めることで 21％の後半に改善。その後も

年々改善され27年度には20％を切ると予測されます。

このままでは赤信号
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市債残高の推移と実質公債費比率

具体的な目標値としては、市の借入金の残高を26年度をめどに1千億円
未満とし、19年度末見込残高より約140億円の減少を図ります。

◆市の借入金「市債」の残高推移の現状と計画後との比較12月27日、５回にわたって話
し合われた内容について、佐々
木委員長（写真左）から久米副
市長に手渡されました。

◆５つの具体的な取り組み

◆財政健全化にむけた「財政改革」

 公共施設等の新設や改修などの普通建設事業について、事業費・実施
時期・必要性・優先順位等を考慮し、それぞれの事業ごとに再度精査し、
財政状況に見合った大幅な見直しを行います。これにより、市債残高に
ついても19年度末の全会計における残高約1,116億円から27年度には約
976億円となり大幅な縮減が図られ、今後の償還額の縮減が可能。
 

 市単独で交付している各種団体に対する補助金等について、新たに補助
金審査委員会を設置し、外部からの内容評価、また今後の方向性などの意
見を取り入れたうえ、補助金の必要性や内容を精査し、縮減を図る。

 
 各公共施設について、利用率・老朽化また必要性などを精査したうえ、統
廃合を視野に入れ、運営形態を抜本的に見直し経費の縮減を図る。
 

 保育園保育料、幼稚園使用料、簡易水道料、下水道料など現在適用し
ている使用料について、施設の運営経費に見合った料金体系に見直すほ
か、統一化を図る。
 

 政府資金等、公的資金にかかる市債について、19年度から21年度まで
の３カ年で総額約16億６千万円を借り換えすることにより、償還終了と
なる33年度まで約３億円の償還利息の軽減を図る。

市債発行額の抑制による
将来負担の軽減

基金の取り崩しに
頼らない財政運営

26年度をめどに市債残高を
1,000億円未満にする

（19年度末残高より
約140億円減少）

27年度には財政調整基金の残高
を現在の14億円程度まで回復さ
せ、30年度には20億円の残高を
確保する

①普通建設事業の大幅な見直し

②各種補助金の大幅な見直し

③公共施設運営コストの縮減

④使用料等の見直しによる自主財源の確保

⑤市債借換による償還利息の軽減

自立・持続可能な財政基盤の確立

　
補
助
金
交
付
の
見
直
し
と
財
政
状
況
の
改
善
を

図
る
た
め
、「
市
補
助
金
審
査
委
員
会
」
を
10
月
に

設
置
。
５
回
の
委
員
会
を
開
催
し
、
12
月
27
日
に

は
審
査
内
容
に
つ
い
て
の
提
言
書
が
市
に
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
委
員
会
は
、
学
識
経
験
者
や
行
政
経
験
者
な
ど

７
人
で
組
織
さ
れ
る
第
３
者
機
関
。
公
平
な
立
場

で
各
施
策
や
事
業
の
補
助
金
の
拡
充
、
継
続
、
縮

減
、
廃
止
に
つ
い
て
評
価
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
提
言
内
容
は
、「
補
助
金
は
行
政
の
政
策
課
題

を
実
現
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
事
業
執
行
の
た
め
に
重

要
で
、
一
律
に
削
減
す
べ
き
で
な
い
」
と
し
な
が

ら
も
、「
長
期
間
交
付
し
続
け
た
た
め
に
既
得
権

化
し
て
い
る
傾
向
に
あ
る
」「
財
政
的
支
援
の
意

義
が
薄
い
」「
補
助
対
象
が
不
明
確
」
な
ど
見
直
し

が
必
要
な
補
助
金
も
見
ら
れ
、
個
別
審
査
を
行

い
、
速
や
か
に
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

い
う
も
の
で
し
た
。

　
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、
市
が
交
付
す
る
補
助

金
は
19
年
度
で
約
12
億
円
に
上
り
ま
す
。

　
補
助
金
制
度
は
市
民
と
行
政
と
の
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
の
た
め
の
重
要
な
手
法
の
一
つ
で

す
。
財
政
が
厳
し
い
か
ら
と
い
っ
て
、
た
だ
一
律

に
削
減
す
る
の
で
は
な
く
、
今
回
の
提
言
を
尊
重

し
、
必
要
な
も
の
と
縮
減
や
廃
止
の
方
向
が
望
ま

し
い
も
の
と
を
区
別
し
な
が
ら
、
来
年
度
予
算
に

反
映
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
補
助
金
審
査
委
員
会
か
ら
提
言
　
　「
補
助
金
」
は
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
た
め
の
重
要
な
手
法
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平
成
20
年
度
住
民
税
と
19
年
分
所
得
税

主
な
変
更
点
を
紹
介

変
わ
り
ま
す

あ
な
た
の
税
額

所得税から住宅ローン控除額を引ききれなかった方

控除しきれなかった分は

住民税から
　税源移譲により、所得税が減額と

なり、控除できる住宅ローン控除額

が減る場合があります。18年末まで

入居し、所得税の住宅ローン控除を

受けている方で、所得税から控除し

きれなかった額がある場合は、翌年

度の住民税から控除できます。

所得税の定率減税廃止
　定率減税（10％・上限125,000円）

が廃止されます。

所得税の税率変更
　19年分所得から４段階の税率

（10～37％）が6段階（5～40％）に

変更となります。19年分源泉徴

収は、変更後の税率をもとに計算

されています。

住民税の老年者非課税の廃止
に伴う経過措置が終了
　老年者非課税（所得金額125万円

以下）の廃止による経過措置（税額

の３分の１を軽減）が終了します。

地震による火災の損害保険料
は地震保険料として控除
　地震による火災の損害保険料を

支払った場合、地震保険料控除と

して総所得金額等から住民税では

支払保険料の２分の１（最高25,000

円）、所得税では支払保険料の額

（最高50,000円）が控除されます。

　18年12月31日までに契約し

た長期損害保険の保険料について

は、損害保険料控除の適用を受け

ることができます。（ただし損害保

険料控除の短期分は廃止されます）

所得税の住宅借入金等特別控
除の期間が選択できます
　所得税の住宅借入金等特別控除

（19年１月１日以降居住用に供した

住宅分）については、控除期間を

10年、15年のどちらかを選択で

きるようになりました。（ただし、

残高に対する控除率はそれぞれ異な

ります）

◆控除率／

【10年】１～ ６年目 ＝ 1.0％

７～ 10年目 ＝ 0.5％

【15年】１～ 10年目 ＝ 0.6％

11～ 15年目 ＝ 0.4％

所得が減ったのに、税源移譲
のため税額が増えてしまった
方には増額分を還付
　税源移譲により、所得税率の変

更による税負担の軽減の影響は受

けず、住民税率の変更による税負

担の増加の影響のみ受ける方に

は、納付済みの19年度の住民税

額から増額となった額を還付しま

す。対象となる方には通知します

ので、７月中に税務課へ減額申告

書を提出してください。

減価償却資産が
残り１円まで償却可能に
　19年４月１日以降に取得した減

価償却資産は、償却限度可能額（取

得価格の95％相当）と残存価額が廃止

され、耐用年数経過時点で残り１円

まで償却できるようになりました。

農業所得は収支計算で申告
　農業所得の簡易計算が廃止さ

れ、すべて収支計算による申告に

変わりました。

個人県民税の均等割が
1,000円から1,800円に
「秋田県水と緑の森づくり税」の

創設で、個人県民税の均等割が

1,000 円から1,800 円に増えま

す。また、法人県民税の均等割は

８％相当が加算となります。

障害者手帳がなくても障害者
控除の適用を受けられます
　障害者手帳を持っていなくても、

家族に寝たきりの方などがいる場

合、福祉事務所長が交付する障害

者控除対象者認定書を提示するこ

とで、障害者控除の適用を受ける

ことができます。認定書が必要な

方は援護福祉課（�0187-63-1111内

線178）で申請してください。

住民税の住宅ローン控除の適用の

ためには、毎年申告が必要
　19年分の所得税から控除しきれない

額が発生した場合、３月17日までに１

月１日現在で住んでいた市町村へ「市

町村民税道府県民税 住宅借入金等特別

税額控除申請書」を提出してください。

申告書は市役所各総合支所市民課窓口

（税務担当）、および税務課窓口、税務署

に備え付けているほか、市のホーム

ページからもダウンロードできます。
【問い合わせ】

各総合支所市民課税務担当

税務課� 0187-63-1111

内線107まで

http://www.city.daisen.akita.jp

6



DAISEN City Public Relations  2008.1.16

◆
対
象
世
帯
／

◎
平
成
19
年
度
市
民
税
非
課
税
世

帯（
世
帯
員
全
員
が
非
課
税
）

◎
20
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に

居
住
し
住
民
登
録
等
を
し
て
い

る
世
帯

◎
20
年
１
月
１
日
か
ら
引
き
続
き

大
仙
市
民
で
、
申
請
日
に
在
宅

者（
※
１
）
で
あ
る
こ
と

　
以
上
の
３
つ
す
べ
て
に
該
当
し

た
ほ
か
、
次
の
①
〜
⑨
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
世
帯（
た
だ
し

生
活
保
護
受
給
世
帯
は
除
く)

①
70
歳
以
上
の
方
の
み
で
構
成
さ

れ
て
い
る
世
帯
（
19
年
度
市
民
税

を
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養
親

族
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
）

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
も
し
く

は
２
級
を
所
持
し
て
い
る
方
が

い
る
世
帯

③
療
育
手
帳
Ａ
を
所
持
し
て
い
る

方
が
い
る
世
帯

　市では、石油価格の高騰による経済的負担の軽減を図る

ため、下の要件を満たす高齢者世帯、重度心身障害者世

帯、ひとり親世帯に灯油購入費用の一部を助成します。

【問い合わせ】

社会福祉課� 0187-63-1111内線158・162まで

助
成
を
受
け
る
た
め
に
は

申
請
が
必
要
で
す

　
助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
申
請

が
必
要
で
す
。

　
灯
油
購
入
費
用
の
助
成
対
象
に

な
る
と
思
わ
れ
る
方
に
は
申
請
書

を
郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申
請
書
が
郵

送
さ
れ
て
い
な
い
方
で
も
、該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
方
は
担
当
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
助
成
内
容
／

【
助
成
額
】
一
世
帯
６
０
０
０
円

（
１
０
０
０
円
助
成
券
を
６
枚
交
付
）

【
灯
油
購
入
方
法
】
購
入
す
る

際
に
、
取
扱
事
業
所
に
助
成
券

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

【
有
効
期
間
】
１
月
21
日
（
月
）

か
ら
３
月
31
日（
月
）ま
で

◆
申
請
方
法
／
申
請
書
は
、
返
信

用
封
筒
で
郵
送
す
る
か
、
各
総

合
支
所
市
民
課
ま
た
は
社
会
福

祉
課
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

◆
必
要
書
類
／
①
市
町
村
民
税
非

課
税
証
明
書
（
19
年
１
月
２
日
以

降
に
大
仙
市
に
転
入
さ
れ
た
方
の

み
）②
年
金
証
書
ま
た
は
年
金
証

書
の
写
し
（
遺
族
年
金
を
受
給
さ

れ
て
い
る
方
の
み
）

◆
申
請
期
限
／
３
月
31
日（
月
）ま
で

④
精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
級

を
所
持
し
て
い
る
方
が
い

る
世
帯

⑤
特
別
障
害
者
手
当
を
受
給

し
て
い
る
方
が
い
る
世
帯

⑥
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し

て
い
る
方
が
い
る
世
帯

⑦
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

し
て
い
る
方
が
い
る
世
帯

⑧
遺
族
年
金
を
受
給
し
て
い

て
、
18
歳
未
満
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
が
い
る
世
帯

⑨
父
子
手
当
を
受
給
し
て
い

る
方
が
い
る
世
帯

※
１
在
宅
者
…
自
宅
に
住
ん
で

い
る
方

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護
老

人
保
健
施
設
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
、
生

活
支
援
ハ
ウ
ス
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
、
身
体
障

害
者
施
設
、
知
的
障
害
者
施
設
、

精
神
障
害
者
施
設
等
に
入
所
ま
た

は
入
居
し
て
い
る
場
合
は
除
く
。

灯油販売事業所のみなさんへ

取扱事業所登録のお願い

　灯油を販売している事業者で、
灯油助成事業に協力してくれる
事業者については、取扱事業所
の登録をお願いします。
　登録いただける事業所は、電
話で社会福祉課までご連絡くだ
さい。申請書類をお送りします。

助成
対象者

灯油
販売業者
（取扱事業所）

大仙市

助成券提出

灯油販売

申
請

請
求助

成
券
交
付

支
払
い

【灯油助成の流れ】

大仙市灯油購入費用助成事業

灯油購入費の一部助成

価格高騰による経済負担を軽減
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【
秋
田
県
知
事
表
彰
・
有
功
賞
】

大
曲
支
団
／
高
橋
壽
男
①
、
伊
藤
信
一
④
、

今
野
正
市
⑤
、
金
山
貢
⑥
、
佐
藤
吉
友
⑦

神
岡
支
団
／
富
樫
正
一
③

西
仙
北
支
団
／
佐
土
正
一
②
、
大
友
金
己
知

⑥
中
仙
支
団
／
澤
田
薫
②
、
菅
原
信
一
④

協
和
支
団
／
佐
藤
正
利
①
、
五
十
嵐
新
八

⑥
、
加
藤
輝
男
⑦

南
外
支
団
／
佐
々
木
芳
夫
②

仙
北
支
団
／
池
田
秀
典
④

太
田
支
団
／
�
貝
真
吾
①

【
永
年
勤
続
功
労
章
40
年
勤
続
】

大
曲
支
団
／
佐
々
木
清
市
⑦

神
岡
支
団
／
佐
藤
一
夫
、
佐
藤
益
雄
③

中
仙
支
団
／
小
松
喜
一
③

【
永
年
勤
続
功
労
章
35
年
勤
続
】

大
曲
支
団
／
古
屋
昇
⑤
、
堀
川
甚
一
郎
⑤

神
岡
支
団
／
佐
藤
一
、
斉
藤
始
①

西
仙
北
支
団
／
鈴
木
金
雄
④
、
�
橋
満
④
、

田
村
晴
治
郎
⑦

中
仙
支
団
／
�
橋
尊
雄

協
和
支
団
／
今
武
彦
、
菅
原
俊
一
⑤
、
菅
原

忠
芳
⑤

南
外
支
団
／
佐
藤
憲
一
①
、
伊
藤
榮
一
③

【
永
年
勤
続
功
労
章
30
年
勤
続
】

大
曲
支
団
／
佐
藤
猛
③
、
佐
藤
正
男
③
、

佐
々
木
忠
雄
④
、
佐
々
木
重
雄
④
、
佐
藤

宏
康
④
、
打
川
利
実
⑤
、
佐
々
木
健
一
⑤
、

金
山
貢
⑥
、
佐
佐
木
朝
栄
⑥
、
佐
藤
孝
次

⑥
、
篠
原
茂
⑥
、
篠
原
清
⑥

西
仙
北
支
団
／
小
笠
原
通
喜
②
、
佐
藤
剛
司

②
、
大
友
傑
⑥
、
佐
藤
馨
亮
⑤
、
佐
藤
正
一
⑦

中
仙
支
団
／
草
�
博
志
④

協
和
支
団
／
伊
藤
�
紹
①
、
五
十
嵐
新
八

⑥
、
佐
々
木
寿
⑧

仙
北
支
団
／
小
松
強
②
、
熊
谷
孝
市
③

【
永
年
勤
続
功
労
章
25
年
勤
続
】

大
曲
支
団
／
渡
�
敏
雄
①
、
渡
部
春
男
①
、

千
葉
清
③
、
佐
藤
正
和
④
、
加
藤
敏
紀
⑤
、

高
橋
一
美
⑤
、
千
田
正
男
⑤
、
山
影
栄
昇

⑦
、
進
藤
峰
晴
⑧
、
丹
波
孝
雄
⑧

神
岡
支
団
／
菅
原
隆
弘
⑤

西
仙
北
支
団
／
泉
谷
博
安
、
金
子
伸
一
②
、

佐
々
木
寿
③
、
伊
藤
博
康
④
、
豊
巻
浩
樹

（
本
部
分
団
）、
斎
藤
孝
夫
⑦

中
仙
支
団
／
佐
々
木
良
一
①
、
畑
本
直
光

①
、
畠
本
久
男
①
、
鈴
木
久
悦
②
、
熊
谷

長
②
、
木
元
省
吾
②
、
冨
岡
隆
悦
②
、
戸

堀
實
②
、
明
平
吉
芳
③
、
伊
藤
吉
幸
③
、
千

葉
龍
三
③
、
廣
幡
邦
昭
③
、
高
橋
博
④

協
和
支
団
／
田
口
斉
⑧

南
外
支
団
／
武
藤
正
雄
①
、
佐
々
木
助
十
郎

②
、
佐
々
木
正
勝
②

仙
北
支
団
／
齋
藤
和
重
④

太
田
支
団
／
�
橋
昇
一
②
、
�
橋
雅
彦
②

【
永
年
勤
続
功
労
章
20
年
勤
続
】

大
曲
支
団
／
川
村
長
一
郎
⑤
、
　
橋
乕
吉

⑤
、
大
槻
松
司
⑤

神
岡
支
団
／
佐
々
木
道
幸
①

西
仙
北
支
団
／
佐
藤
栄
幸
①
、
加
藤
美
雄

⑤
、
齊
藤
隆
之
⑤
、
京
極
　
宏
⑥
、
佐
々

木
悟
⑥

中
仙
支
団
／
鈴
木
春
一
①
、
秋
山
順
悦
①
、

藤
原
剛
②
、
伊
藤
義
則
③
、
�
橋
幸
紀
⑤
、

藤
澤
昭
人
⑤

協
和
支
団
／
加
藤
俊
藏
①
、
近
江
屋
忠
之

②
、
佐
々
木
克
己
②
、
佐
藤
忠
則
②
、
柳

田
謹
治
朗
②
、
武
藤
豊
④
、
佐
藤
豊
⑥
、
加

藤
喜
一
⑦
、
加
藤
仁
⑦
、
片
岡
英
信
⑦

南
外
支
団
／
伊
藤
明
美
①
、
伊
藤
悦
男
①
、

伊
藤
正
次
①

仙
北
支
団
／
大
山
正
弘
②
、
越
後
谷
哲
也

③
、
加
藤
勝
③

太
田
支
団
／
煤
賀
誠
③
、
�
橋
広
徳
③
、
�

橋
友
栄
④

【
大
仙
市
長
表
彰
・
功
労
章
】

西
仙
北
支
団
／
京
極
隆
司
⑥

協
和
支
団
／
武
藤
和
彦
④
、
佐
々
木
寿
⑧

【
大
仙
市
長
表
彰
・
功
績
章
】

大
曲
支
団
／
渡
�
敏
雄
①
、
千
葉
清
③
、
佐

藤
正
和
④
、
千
田
正
男
⑤
、
加
藤
敏
紀
⑤
、

進
藤
峰
晴
⑧

神
岡
支
団
／
菅
原
隆
弘
⑤

西
仙
北
支
団
／
金
子
伸
一
②
、
伊
藤
博
康

④
、
斎
藤
孝
夫
⑦

協
和
支
団
／
田
口
斉
⑧

南
外
支
団
／
武
藤
正
雄
①
、
今
野
新
市
②
、

佐
々
木
助
十
郎
②
、
佐
々
木
正
勝
②
、
渡

部
良
太
郎
③

太
田
支
団
／
�
橋
昇
一
②
、
�
橋
雅
彦
②

【
優
良
分
団
表
彰
】

神
岡
支
団
第
４
分
団（
支
部
消
防
訓
練
大

会
に
お
い
て
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で
３

位
）、
協
和
支
団
第
５
分
団（
支
部
消
防
訓

練
大
会
に
お
い
て
規
律
訓
練
の
部
で
優

勝
）、
大
曲
支
団
第
４
分
団（
支
部
消
防
訓

練
大
会
に
お
い
て
規
律
訓
練
の
部
で
２

位
）、
仙
北
支
団
第
４
分
団（
支
部
消
防
訓

練
大
会
に
お
い
て
規
律
訓
練
の
部
で
３

位
）

栗林市長、鈴木消防団長、佐藤
県地域振興局長、佐藤消防長が
行進を観閲しました。
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平成20年大仙市消防出初式
　平成20年大仙市消防出初式が１月５日、大曲市民会館で開催され、市内各地域の消

防団８支団927人が参加しました。

　式典に先立ち、大曲市民会館前で栗林次美市長や鈴木正雄消防団長、佐藤県地域振興

局長、佐藤消防長が観閲する中、団員の力強い行進が行われました。また、式典では次

の方々が表彰されました。

<敬称・階級一部略、○数字は分団名>

※このほか、市長表彰15
年勤続40人、退団員表
彰39人、秋田県消防協
会長表彰10 年勤続50
人、支部長表彰７年勤
続34人、団長表彰５年
勤続 42 人の方々が表
彰されました。

【
無
火
災
分
団
表
彰
】

神
岡
支
団
第
４
分
団
、
神
岡
支
団
第
５
分

団
、
協
和
支
団
第
４
分
団
、
南
外
支
団
第

３
分
団
、
仙
北
支
団
第
２
分
団

【
個
人
・
団
体
表
彰
】

災
害
予
防
に
尽
力
さ
れ
た
個
人
・
団
体

大
花
町
町
内
会（
大
曲
／
自
主
防
災
委
員

会
設
立
、
防
災
マ
ッ
プ
作
成
な
ど
）、
日
の

出
町
町
内
会（
大
曲
／
防
犯
、
防
災
の
会

設
立
、
防
災
マ
ッ
プ
の
全
戸
配
布
）、
新
山

町
内
会（
中
仙
／
自
主
防
災
組
織
の
立
ち

上
げ
な
ど
）、
佐
々
木
精
子（
西
仙
北
／
小

杉
山
火
災
予
防
組
合
長
と
し
て
長
年
に
わ

た
り
婦
人
消
防
活
動
に
尽
力
）、
金
子
篤

子（
西
仙
北
／
太
田
谷
地
火
災
予
防
組
合

長
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
婦
人
消
防
活
動

に
尽
力
）、
佐
々
木
イ
ヨ（
西
仙
北
／
心
像

火
災
予
防
組
合
長
と
し
て
婦
人
消
防
活
動

に
尽
力
）

災
害
時
に
消
防
活
動
に
協
力
さ
れ
た

個
人
・
団
体

鈴
木
満（
協
和
）、
北
開
自
主
防
災
隊（
太

田
）、
落
合
火
災
予
防
組
合（
南
外
）、
中
宿

火
災
予
防
組
合（
南
外
）

新年とともに、防火への思い新たに
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秋
田
県
心
身
障
害
者
扶
養
共
済

掛
け
金
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

　
秋
田
県
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
条
例

の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
４
月
か
ら
掛
け
金
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
新
た
に
加
入
す
る
方

に
は
、
改
正
前
の
掛
け
金
が
適
用
さ
れ
る
特

例
措
置
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

援
護
福
祉
課
障
害
班

�

０
１
８
７（
63
）１
１
１
１
内
線
１
７
８

仙
北
地
域
振
興
局
福
祉
環
境
部
障
害
者
班

�

０
１
８
７（
63
）５
３
５
５
ま
で

　
高
齢
者
医
療
制
度
が
見
直
さ
れ
、
４
月
か

ら
平
成
21
年
３
月
ま
で
の
１
年
間
、
70
歳
か

ら
74
歳
ま
で
の
方
が
医
療
機
関
や
各
施
設
の

窓
口
で
負
担
す
る
金
額
が
１
割
に
据
え
置
か

れ
ま
す
。

※
す
で
に
３
割
負
担
を
頂
い
て
い
る
現
役
並
み
所

得
者
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な

る
一
定
の
障
害
認
定
を
受
け
た
方
は
除
き
ま

す
。

※
18
年
度
の
制
度
改
正
で
、
４
月
か
ら
70
歳
か

ら
74
歳
ま
で
の
方
の
窓
口
負
担
が
２
割
負
担

に
な
る
こ
と
で
し
た
が
、
そ
れ
を
１
年
間
据

え
置
く
た
め
の
措
置
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

国
保
年
金
課
�

０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

内
線
１
５
０
ま
で

高
齢
者
医
療
制
度

窓
口
負
担
が
１
割
に
据
え
置
か
れ
ま
す

【多目的交流施設「樹パル」】
指定管理者／株式会社東北ダイケン秋田支店（秋田市中通）
指定期間／４月１日から平成23年3月31日
管理施設／サン・スポーツランド協和・協和野球場・協和体育館、

協和多目的交流施設「樹パル」

　市では、市民サービスの向上と行政コストの縮減を図るため、公の施設の管理を民間やその

他の団体に委託する「指定管理者制度」を積極的に取り入れています。４月からは、引き続き

管理される６施設に、再指定97施設と新規16施設を加えた119施設で指定管理者制度を導

入する予定です。４月から新規に指定管理される主な施設を紹介します。

４月から次の指定管理業者が施設を運営します

指定管理業者が決定した主な新規施設の紹介

【総合公園テニスコート】
指定管理者／財団法人大仙市開発公社（大仙市大曲花園町）
指定期間／４月１日から平成23年３月31日まで
管理施設／総合公園野球場・テニスコート※大曲ファミリースキー

場、大曲ファミリーキャンプ場（再指定）

【史跡の里交流プラザ「柵の湯」】
指定管理者／株式会社東北ダイケン秋田支店（秋田市中通）
指定期間／４月１日から平成22年３月31日まで
管理施設／史跡の里交流プラザ「柵の湯」、仙北歴史民俗資料館、

仙北民具資料館「餅の館」、仙北まがり家

【南外ふるさと館】
指定管理者／厚生ビル管理株式会社（秋田市保戸野）
指定期間／４月１日から平成22年３月31日まで
管理施設／南外ふるさと館、南外民俗資料交流館

【大曲体育館】
指定管理者／大曲スポーツクラブ（大仙市大曲花園町）
指定期間／４月１日から平成22年３月31日まで
管理施設／大曲体育館、大曲武道館、大仙市民プール
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農
業
者
年
金「
担
い
手
積
立
年
金
」

新
し
い
農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

　
農
業
者
年
金
は
加
入
者
数
の
変
化
や
財
政

事
情
に
左
右
さ
れ
な
い
公
的
年
金
で
、
65
歳

か
ら
生
涯
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
、
80
歳
ま

で
の
保
証
付
き
で
す
。
支
払
っ
た
保
険
料
は

全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
る
ほ

か
、
農
業
の
担
い
手
に
は
保
険
料
の
国
庫
補

助（
月
額
最
高
１
万
円
）
が
あ
り
ま
す
。

◆
加
入
資
格
／
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険

者
で
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
60

歳
未
満
の
方
、
お
よ
び
そ
の
家
族
。

◆
保
険
料
／
月
額
２
万
円
〜
６
万
７
０
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

農
業
委
員
会
各
分
室

東
部
農
業
委
員
会
事
務
局

�

０
１
８
７（
63
）８
９
７
０

西
部
農
業
委
員
会
事
務
局

�

０
１
８
７（
75
）２
９
６
２
ま
で

市
民
ス
キ
ー
教
室
参
加
者
募
集

初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で

　
教
室
は
、
２
日
間
で
１
つ
の
教
室
と
し
て

行
い
ま
す
。（
１
日
だ
け
の
参
加
は
不
可
）

　
年
齢
や
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
初
心

者
か
ら
上
級
者
ま
で
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

と
一
緒
に
ス
キ
ー
を
滑
り
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
を

マ
ス
タ
ー
し
ま
し
ょ
う
。

◆
日
時
／
①
１
月
26
日（
土
）・
27
日（
日
）の

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
45
分
②
２
月
９
日

（
土
）・
10
日（
日
）の
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◆
会
場
／
大
曲
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場

◆
定
員
／
各
40
人

◆
参
加
料
／
３
０
０
０
円（
保
険
料
・
リ
フ
ト

代
含
む
）

◆
申
込
受
付
期
限
／
各
教
室
開
催
の
３
日
前

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

�

０
１
８
７（
63
）１
１
２
２
ま
で

　
ご
み
の
減
量
の
た
め
、
４
月
か
ら
大
仙
美

郷
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
ご
み
処
理
場
使
用

料
が
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す
。

◆
使
用
料
／

【
事
業
系
ご
み
】
10
キ
ロ
90
円

【
家
庭
系
ご
み
】
10
キ
ロ
65
円

◆
変
更
点
／

①
計
量
単
位
が
、
１
０
０
キ
ロ
か
ら
10
キ
ロ

に
変
更
に
な
り
ま
す
。（
10
キ
ロ
未
満
の
ご

み
は
10
キ
ロ
と
し
て
計
算
）

②
ご
み
の
分
別
と
資
源
化
の
た
め
、
家
庭
系

資
源
ご
み
だ
け
の
搬
入
は
無
料
と
し
ま
す
。

③
直
接
搬
入
す
る
場
合
は
、
透
明
ま
た
は
半

透
明
の
ご
み
袋
の
使
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
仙
美
郷
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

�

０
１
８
７（
62
）１
７
４
９
ま
で
　
　

ご
み
処
理
場
使
用
料
が
変
わ
り
ま
す

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　市立大曲病院の看護師を募集しま

す。試験は小論文と面接で行います。

詳しい内容については問い合わせくだ

さい。

職種・採用人員／看護職・１人

応募資格／昭和47年４月２日以降に

生まれた方で看護師資格を持つ方

試験日／２月14日（木）午前９時30分

受け付け開始

試験会場／市立大曲病院２階会議室

申し込み方法／下の必要書類を持参

し、人事課へ提出

必要書類／①採用試験申込書②自己紹

介票③看護師免許の写し④健康診断書

申込受付期限／２月８日（金）

※郵送は当日の消印有効、持参の場合

は土・日曜日、祝日を除く

採用予定／４月１日（火）から

【問い合わせ・申し込み】

人事課� 0187-63-1111

内線205まで

〒014-8601大仙市役所人事課

市立大曲病院看護師採用
試験と臨時職員の募集

臨時介護職員募集

　市立大曲病院で臨時介護職員を募集し

ます。申し込みは履歴書に写真を貼付

し、市立大曲病院まで郵送または持参し

てください。選考は面接で行います。

応募資格／ホームヘルパー２級以上ま

たは介護福祉士の資格があり、通勤可

能な方

職種・採用人員／介護職員・１人

賃金／日額5,700円～6,500円（通勤手

当なし）

勤務形態／日勤、準夜、深夜、早番、遅番

面接日時／２月７日（木）午後１時10分

採用予定日／３月３日（月）

申込受付期限／１月31日（木）午後５時

※郵送の場合は当日必着

【問い合わせ・申し込み】

市立大曲病院

� 0187- 63 -9100まで

〒014-0067大仙市飯田字堰東210

融
雪
溝
の
ふ
た
は
必
ず
閉
め
る

転
落
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す

　
市
内
で
融
雪
溝
に
転
落
す
る
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
融
雪
溝
に
雪
を
捨
て
た
後

は
、
各
自
が
責
任
を
持
っ
て
ふ
た
を
閉
め
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ふ
た
の
閉
め
方
が
悪
い
と
除
雪
車

が
通
っ
た
際
に
破
損
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

ふ
た
が
完
全
に
閉
じ
て
い
る
こ
と
も
必
ず
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

看護師採用試験

融雪溝を開けた場合は、
責任を持ってふたを閉めましょう。
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市役所からの

◆
職
種
・
定
員
／
介
護
職
員
・
１
人

◆
応
募
資
格
／
通
勤
可
能
で
高
齢
者
の
お
世

話
に
理
解
の
あ
る
方

◆
雇
用
条
件
／

賃
金
／
日
額
５
７
０
０
円（
介
護
福
祉
資
格

の
あ
る
方
は
６
５
０
０
円
）

通
勤
手
当
／
な
し

勤
務
時
間
／
【
早
番
】
午
前
７
時
15
分
〜
午

後
４
時【
遅
番
】午
前
10
時
〜
午
後
６
時
45

分
【
夜
勤
】
午
後
４
時
30
分
〜
午
前
９
時

勤
務
内
容
／
施
設
利
用
者
の
介
護

◆
申
し
込
み
方
法
／
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付

し
て
提
出（
郵
送
可
）

◆
申
込
受
付
期
限
／
１
月
24
日（
木
）

※
当
日
ま
で
必
着

◆
採
用
予
定
／
２
月
１
日（
金
）か
ら

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
峰
山
荘

�

０
１
８（
８
９
５
）２
２
３
６
ま
で

協
和
峰
吉
川
字
半
仙
29-

90

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
遺
族
で
、
遺
族

年
金
な
ど
を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
、
次

の
順
位
で
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◆
優
先
順
位
／
①
平
成
17
年
４
月
１
日
ま
で

に
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方
②
戦

没
者
等
の
子
③
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
が

あ
っ
た
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹（
姓

が
変
わ
っ
て
い
る
方
、
遺
族
以
外
の
方
と
養
子

縁
組
し
て
い
る
場
合
を
除
く
）④
③
以
外
の
父

母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
⑤
三
親
等
内

の
親
族
で
、
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引

き
続
き
１
年
以
上
生
計
関
係
が
あ
っ
た
方

◆
支
給
額
／
年
額
４
万
円（
10
年
間
）

◆
申
請
受
付
期
限
／
３
月
31
日（
月
）

【
問
い
合
わ
せ
・
請
求
】

各
総
合
支
所
市
民
課

社
会
福
祉
課

�

０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

内
線
１
５
８
・
１
６
２
ま
で

◆
募
集
住
宅
／

【
神
岡
地
域
】
神
岡
Ａ
Ｄ
市
営
住
宅
・
一
般

向
け
１
戸（
３
Ｄ
Ｋ
・
Ｓ
54
建
築
）
１
万
６
０

０
円
〜
１
万
７
６
０
０
円

神
岡
Ｇ
Ｈ
市
営
住
宅
・
一
般
向
け
１
戸

（
３
Ｌ
Ｋ
・
Ｈ
13
建
築
）
１
万
９
４
０
０
円
〜

３
万
２
１
０
０
円

【
中
仙
地
域
】
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
漆
原
市
営

住
宅
・
一
般
向
け
１
戸（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
Ｈ
12
建

築
）２
万
７
４
０
０
円
〜
４
万
５
４
０
０
円

【
協
和
地
域
】
境
市
営
住
宅
・
一
般
向
け
１

戸（
３
Ｄ
Ｋ
・
Ｓ
59
建
設
）
１
万
７
６
０
０
円

〜
２
万
９
１
０
０
円

【
太
田
地
域
】
太
田
北
部
地
区
市
営
住
宅
・

一
般
向
け
１
戸（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
Ｈ
５
建
設
）１

万
９
９
０
０
円
〜
３
万
３
０
０
０
円
、
太

戦
没
者
等
の
特
別
弔
慰
金

申
請
は
３
月
31
日
ま
で

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

神
岡
・
中
仙
・
協
和
・
太
田
の
市
営
住
宅

峰
山
荘
介
護
職
員
募
集

協
和
地
域
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

田
南
部
地
区
市
営
住
宅
特
定
公
共
賃
貸
住

宅
・
１
戸（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
Ｈ
12
建
設
）
４
万
３

０
０
０
円（
定
額
）

◆
入
居
資
格
／

①
同
居
す
る
親
族
が
い
る
方
。
た
だ
し
、
高

齢
者
や
障
害
者
の
方
は
単
身
で
も
入
居
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

③
収
入
が
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
る
収
入
基

準
以
下
の
方
。
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
は
、
入

居
し
よ
う
と
す
る
世
帯
全
て
の
月
額
所
得

の
合
計
が
20
万
円
か
ら
32
万
円
ま
で
の
方

④
市
町
村
税
に
滞
納
が
な
い
方

⑤
市
内
に
居
住
す
る
連
帯
保
証
人
が
い
る
方

◆
家
賃
／
入
居
者
の
収
入
や
住
宅
の
設
備
等

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

◆
申
込
受
付
期
限
／
１
月
25
日（
金
）ま
で
の

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

◆
入
居
予
定
日
／
２
月
15
日（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

【
神
岡
地
域
】

神
岡
総
合
支
所
建
設
課

�

０
１
８
７（
72
）４
６
０
９

【
中
仙
地
域
】

中
仙
総
合
支
所
建
設
課

�

０
１
８
７（
56
）２
１
１
６

【
協
和
地
域
】

協
和
総
合
支
所
建
設
課

�

０
１
８（
８
９
２
）３
７
０
８

【
太
田
地
域
】

太
田
総
合
支
所
建
設
課

�

０
１
８
７（
88
）１
１
１
６
ま
で
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大曲庁舎
大仙市大曲花園町１番１号
☎0187-63-1111

西仙北庁舎
大仙市刈和野字本町５番地
☎0187-75-1111

南外庁舎
大仙市南外字下袋218番地
☎0187-74-2111

大曲南庁舎
大仙市大曲日の出町２丁目８番４号
☎0187-66-4905

中仙庁舎
大仙市北長野字茶畑141番地
☎0187-56-2111

仙北庁舎
大仙市高梨字田茂木10番地
☎0187-63-3003

神岡庁舎
大仙市神宮寺字蓮沼16番地３
☎0187-72-2111

協和庁舎
大仙市協和境字野田４番地
☎018-892-2111

太田庁舎
大仙市太田町太田字新田田尻３番地４
☎0187-88-1111
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戦
没
者
相
談
員
は
、
戦
没
者
遺
族
・
戦
傷

病
者
の
弔
慰
金
や
給
付
金
な
ど
の
援
護
に
関

す
る
制
度
や
事
業
に
通
じ
た
方
々
で
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
遺
族
相
談
員
／

品
川
隆
美
さ
ん

�

０
１
８
７（
68
）４
１
５
４

樫
尾
克
巳
さ
ん

�

０
１
８
７（
62
）７
７
１
０

◆
戦
傷
病
者
相
談
員
／

佐
藤
ク
ニ
さ
ん

�

０
１
８
７（
62
）３
７
１
９

【
問
い
合
わ
せ
】

社
会
福
祉
課
�

０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

内
線
１
５
８
・
１
６
２
ま
で

戦
没
者
遺
族
・
戦
傷
病
者
相
談
員

遺
族
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に

◆
期
間
／
２
月
１
日
（
金
）
か
ら
３
月
17
日

（
月
）ま
で

◆
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

◆
会
場
／
市
内
の
各
会
場

◆
持
参
す
る
も
の
／
印
鑑
、
19
年
分
の
所
得

を
証
明
で
き
る
も
の（
源
泉
徴
収
票
、
給
与

支
払
明
細
書
、
収
支
内
訳
書
、
帳
簿
な
ど
）
、
国

民
年
金
や
健
康
保
険
税
の
領
収
書
・
証
明

書
、
医
療
費
の
領
収
書
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
】

各
総
合
支
所
市
民
課（
税
務
担
当
）

税
務
課
�

０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

内
線
１
０
７
ま
で

平
成
19
年
分
の
所
得
申
告

市
内
ど
の
会
場
で
も
申
告
が
可
能

雪
捨
て
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

雪
の
処
理
に
ど
う
ぞ

　
除
雪
や
屋
根
の
雪
お
ろ
し
後
の
雪
の
排
出

先
と
し
て
、
次
の
３
カ
所
を
雪
捨
て
場
と
し

て
許
可
を
得
ま
し
た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
例
年
、
雪
と
一
緒
に
ご
み
等
が
捨
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
雪
以
外
は
絶
対
に
捨
て
な
い
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
雪
捨
て
場
／

①
大
曲
橋（
金
谷
橋
）
上
流
右
岸

②
藤
木
下
橋
下
流
左
岸

③
玉
川
橋
上
流
左
岸
（
大
型
ダ
ン
プ
専
用
で
す

の
で
、
一
般
車
で
の
雪
捨
て
は
で
き
ま
せ
ん
）

【
問
い
合
わ
せ
】

道
路
河
川
課

�

０
１
８
７（
66
）４
９
０
５
ま
で

【問い合わせ】
消防安全課� 0187- 63 -1111

内線231まで

西
仙
北
庁
舎

３
階

南
外
庁
舎

２
階

太
田
文
化

プ
ラ
ザ

神
岡
庁
舎

３
階

中
仙
庁
舎

２
階

協
和
庁
舎

４
階

仙
北
就
業
改

善
セ
ン
タ
ー

大
曲
中
央

公
民
館

会場
・
期日

●…申告日　　時間／午前９時～午後４時

【
２
月
上
旬
の
申
告
会
場
】

高校生が企画・運営
第２回大仙市冬の集い

時間／午後１時～

会場／大曲交流センター

時間／午前10時～

会場／大曲中央公民館

コーディネーター／石垣政和さん「今の私、こ

れからの私」～なりたい自分になるために～

とどけ青少年へこの思い
第35回青少年健全育成推進集会

　青少年の健全育成を一緒に考えませんか。青

少年健全育成集会では、育成に関する実践発表

や高校生によるパネルディスカッションを行い、

大仙冬の集いでは、市内６校の高校生が学校紹

介や各種催しを行います。

　オープニングで花館小学校マーチングバン

ド部HMBによる演奏も予定しています。ぜひ

お越しください。

2/9
（土）

13



　各幼稚園、保育園でクリスマス会が開かれた中、

12月22日、大曲中央保育園（伊藤トシ子園長）で

は、年長組の19人が北欧の民話「３びきのやぎの

がらがらどん」を英語劇で披露しました。

　県が実施しているハローキッズ事業「英語であ

そぼう」のモデル指定を受けた同園。６月から12

月までの月２回、仙北地域で英会話教室を開いて

いる佐々木千秋さんの指導で遊びを通じながら英

語を学びました。その学習発表の英語劇では、園

児一人一人が英語で名前と年齢を話した後、怪物

のトロル役を演じる佐々木さんの質問に英語で答

えました。

　佐々木さんは「英語で話すには勇気が必要です。

子どもたちは堂々と私の質問に答え学習の成果を

発揮してくれました」と子どもたちの成長に目を

細めていました。

楽しく分かりやすく
講演する秋山さん。

大曲山彦会「元旦登山」 
新雪ふみしめ

　１月１日、今年で48回目となる「元

旦登山」（大曲山彦会主催・加藤春男会

長）が行われました。小学生から70歳代

までの幅広い年齢層約80 人が大平山

（標高387.6m）の山頂を目指して登山。

あいにくの曇り空で奥羽山脈からのご

来光は仰げませんでしたが、新しい年

を迎えた市街地の眺望を楽しみました。

　ＪＲ大曲駅を午前５時に出発した17

人と途中合流した一行は、大曲地域蛭

川地区の薬師神社から入山。前の晩か

ら降り積もった新雪を一歩一歩踏みし

めながら、日の出予定時刻の午前７時

に山頂に到着しました。下山後には薬

師神社前で餅まきが行われたほか、希

望者に雑煮が振る舞われました。

　12月25日から27日までの３日間にわたり、今

年度２回目となる「チャイルドシート着用使用推

進街頭キャンペーン」が、タカヤナギイースト

モールとマックスバリュ刈和野店、ジャスコ中仙

店の３会場で行われました。

　このキャンペーンは、チャイルドシートの着用

使用率向上を目的に、市や大仙警察署、交通安全

協会や交通指導隊などが協力して行っています。

　６歳以下の子どもが車に乗車する場合は、チャ

イルドシートの着用が義務付けられています。子

どもの命を守るためにも、チャイルドシートの着

用徹底をお願いします。

チャイルドシート着用街頭キャンペーン
子どもの命を守る大きな力

新年を山頂で迎えた参加者。
市街地の眺望を楽しみました。

大曲中央保育園クリスマスおたのしみ会
年長組が英語劇を披露

佐々木さん（写真右）の指導のもと、学習の
成果を発表する園児たち。

各会場で、チャイルドシートの着用を呼びかけました。
（写真はタカヤナギイーストモール）
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第12回きょうわミニコンサート
地域へ本格的なコンサートを届ける

　12月19日、ふれあ

いの郷まつくら（大曲

地域四ツ屋）を会場に

「もちつき交流会」が

行われ、まつくらの

利用者やその家族、

地域の方など135人

が参加しました。

　一年の無事に感謝

し、地域と交流を図

るために行っている

この交流会は今年で

４回目。参加者たち

は重い杵を一生懸命

振りながら、元気に

　毎日新聞社が主催する「毎日カップ中学校体力つく

りコンテスト」で、豊成中学校（柴田政幸校長・生徒数

107人）が昨年に引き続き優良賞を受賞しました。

　コンテストでは３年生の新体力テストの数値や学校

独自の取り組みなどを審査。同校は生徒会が先頭に

立って取り組んだこと、体力テストの弱点を克服する

ための「豊成体操」を考案したことなどが評価されて

の、受賞となりました。

　草薙元紀生徒会長は「先輩たちの昨年の受賞があっ

たので今年も負けないように頑張ってきました。来年

はさらに上の賞を狙ってほしいです」と喜びを語って

くれました。

　12月16日、協和市民センター(和ピア)を会場に「第12

回きょうわミニコンサート」が行われました。このコンサー

トは協和地域の方々で組織されるＫＭＣ.11th（石塚保代表）

の主催で行われているもので、地域で活躍している声楽家や

ピアニストのほか、全国で活躍している声楽家やピアニス

ト・フルート奏者が参加し、毎年行われています。

　今年も協和地域の子どもから大人までが参加するＫＭＣ合

唱団によるオープニング、出演者全員によるミュージカル

「オペラ座の怪人」、協和中学校吹奏楽部による演奏などを披

露。フィナーレでは会場全体が一緒になって、クリスマスと

お正月の歌を合唱しました。 豊成中学校が２年連続で優良賞を受賞
中学校体力つくりコンテスト

　今年もNPO法人大曲花火

倶楽部の主催によるハッ

ピーニューイヤー花火が、新

年の訪れと同時に市内と美

郷町の計12カ所で打ち上げ

られました。

　企業や団体、個人がスポン

サーとなり打ち上げるため、

花火の発数や種類などが各

会場で違いましたが、中でも

南外地域の出羽鶴酒造（伊藤

辰郎社長）で打ち上げられた

花火は、NHKラジオ第一「新

たな年へのメッセージ」が生

中継。「花火のまち大仙」を

全国に向けて発信しました。

　会場となった出羽鶴の低

温倉庫裏の田んぼに集まっ

た地域の方々が元気にカウ

ントダウン。新年と同時に大

輪の花火が夜空を彩り、

2008年の幕開けをみんなで

祝いました。

栗
林
市
長
を
始
め
、
関
係
者
が
工
事

の
無
事
完
成
を
祈
願
し
ま
し
た
。

ステージには地域の方々が参加。
会場は温かい拍手に包まれました。

ふれあいの郷まつくらでもちつき交流会
一年の無事に感謝し

先頭に立って体力づくりに取り組んだ生徒会執
行部。左から高橋諒生徒会副会長・草薙元紀生
徒会長・高橋沙矢子生徒会副会長。

餅つきを行いました。

　また、交流会の最後には地域の方々から温かい「いも

の子汁」の振る舞いも行われ、会場は笑い声に包まれま

した。

南
外
地
域
の
方
々
の
元
気
な
声

が
全
国
に
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

２008 HAPPY NEW YEAR FIREWORKS
新年の幕開けを花火で

会場には餅つきの元気な
声が響きました。
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ク表

法市

　表紙は西仙北地域の強首上町町内
会館前のクリスマスイルミネーショ
ン。介護保険施設等の法人化の計画
や後期高齢者医療制度保険料率の決
定、家庭ごみの有料化についてお知
らせしました。

12月16日号を振り返り

今回の応募総数は　31 通

毎レ

食

大

表 平　
　
の
冬
、
東
京
へ
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
へ
穴

　
　
場
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。
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東
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都
・
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性
）

表こ
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「野菜たっぷりポトフ風」

DAISEN City Public Relations  2008.1.16

　発行号、答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、感想や

市への質問などを記入のうえ、秘書広報課までお送りく

ださい。はがき以外でもFAX（0187-63-1119）、Eメー

ル（kouhou@city.daisen.akita.jp）で受け付けています。

材料（３人分）
◎ブロッコリー/1房◎ニンジン/中1本◎サツマイ
モ/中 1本◎市販のロールキャベツ/6 個◎ウイン
ナー/1袋（小袋）◎コンソメ（固形）/4個◎砂糖/小さ

じ1◎水/1,000ml

作り方
①鍋でお湯を沸かします。
②ブロッコリー以外の材料を鍋に入れ、コンソメを
加え、あくを取りながら10分間中火で煮ます。

③その後ブロッコリーを入れ5分間煮ます。
④仕上げに砂糖を加えてできあがり。

※野菜の中でもニンジンが大好きな一颯さん。家庭
菜園で野菜を育て、収穫することで興味を持ちは
じめ、野菜が大好きになったそうです。

　１月も下旬にさしかか
り、いよいよ今年も大仙
の冬祭シーズンが始まり
ます。その先陣を切るの
が、みなさんもご存じの
「刈和野の大綱引き」。今
年も熱い引き合いに期待
がふくらみます。

今年も熱い
冬のシーズンが…

交通安全啓蒙はがきコンクール

　市大曲交通安全対策協議会では、
大曲地域内の小学校６年生全員を
対象に「交通安全はがき作戦」コン
クールを行いました。はがきには
交通事故を無くしたいという、子
どもたちの交通安全に対する真剣
な気持ちが込められています。
　なお、コンクールに寄せられた
すべてのはがきは、交通安全母の
会連合会の協力のもと、大曲地域
内の家庭などに郵送されます。

【最優秀賞】
大槻侑主（内小友小）

【優秀賞】 
伊藤彩加・川合優実・小松明
日美（大曲小）、後藤諒平（東
大曲小）、小松理子（内小友
小）、佐藤桃花（角間川小）

<敬称略>

　発行号、答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、感想や

市への質問などを記入のうえ、秘書広報課までお送りく

ださい。はがき以外でもFAX（0187-63-1119）、Eメー

ル（kouhou@city.daisen.akita.jp）で受け付けています。

市の財政状態を示す数字の一つ「財政力指数」。
今年は何％だったでしょうか？

① 0.322％　　 　② 0.333％　　　 ③ 0.344％

１ 31

い

ぶ
き

今 

川 

一 

颯 

さ
ん
親
子

（
太
田
地
域
）

このコーナーは、県が実施した仙北まるごと食と健康
づくり「食育コンテスト」応募作品を紹介しています。

�野菜の絵の部

「みんなで収穫した
サツマイモ」

もてぎ あかり さん
（稲沢保育所）
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南外協和
会場／協和保健センター
■母子手帳交付日
日時／２月８日(金)・22 日
(金)午前９時～11時30分
■乳幼児健診
【４カ月児健診】
対象／19年９月・10月生
日時／２月28日(木)正午～
午後０時15分
【７カ月児健診】
対象／19年６月・７月生
日時／２月28日(木)午後０
時15分～０時30分
【１歳６カ月児健診】
対象／18年５月～７月生
日時／２月１日(金)正午～午
後０時15分
【３歳児健診】
対象／16年８月～12月生
日時／２月29日(金)正午～
午後０時15分
【乳幼児健康相談】
日時／２月28日(木)午前９
時30分～11時
■成人
【生命の貯蓄体操】
日時／２月の毎週火曜日、
午後１時30分～３時
【健康相談日】
日時／２月19日(火)午後１
時30分～３時

O
ota

N
angai

K
yow

a

Senboku

会場／南外コミュニティセ
ンター
■母子手帳交付日
日時／２月６日(水)・20 日
(水)の午前９時～11時30分
■乳幼児健診
【１歳６カ月児健診】
対象／18年５月～７月生
日時／２月１日(金)午後０時
30分～１時
【３歳児健診】
対象／16年７月～９月生
日時／２月１日(金)午後０時
30分～１時
【乳幼児健康相談】
日時／２月20日(水)午前９
時～11時30分
【離乳食教室】
対象／①19年８月・９月生
②19年４月・５月生
期日／①２月８日(金)午前９
時45分～10時②２月15日
(金)午前９時45分～10時
会場／神岡保健センター

仙北
会場／仙北保健センター
■母子手帳交付日
日時／２月４日(月)・18 日
(月)の午前９時～11時30分
■乳幼児健診
【４カ月児健診】
対象／19年10月生
日時／２月27日(水)午後１
時～１時15分
【７カ月児健診】
対象／19年７月生
日時／２月27日(水)午後１
時15分～１時30分
【１歳６カ月児健診】
対象／18年６月～８月生
日時／２月22日(金)午後１
時～１時15分
【乳幼児健康相談】
日時／２月12日(火)午前９
時～11時30分
【離乳食教室】
対象／19年４月・５月生
日時／２月12日(火)午前９
時45分～10時
■成人
【市民健康相談】
日時／２月４日(月)・18 日
(月)午後１時～４時

太田
会場／太田保健センター
■母子手帳交付日
日時／２月12日(火)・26日
(火)の午前９時～11時30分
■乳幼児健診
【４カ月児健診】
対象／19年10月・11月生
日時／２月29日(金)午後１
時～１時30分
【７カ月児健診】
対象／19年６月・７月生
日時／２月29日(金)午後１
時～１時30分
【１歳６カ月児健診】
対象／18年６月～８月生
日時／２月22日(金)午後０
時45分～１時
【乳幼児健康相談】
日時／２月28日(木)午前９
時30分～11時30分
■成人
【健康・栄養相談日】
日時／２月25日(月)午前９
時～11時

健康
  通信

乳幼児健診・基本健診
Health information /KENKOU TSUSHIN

健康増進センター� 0187-62-9301
健康増進センター大曲分室　　�0187-62-1015
健康増進センター神岡分室　　�0187-72-4606
健康増進センター西仙北分室　�0187-75-0476
健康増進センター中仙分室　　�0187-56-7211
健康増進センター協和分室　　�018-892-2003
健康増進センター南外分室　　�0187-74-3007
健康増進センター仙北分室　　�0187-69-3800
健康増進センター太田分室　　�0187-88-1313

※母子手帳は市内どの会場でも交付を受けることができます。

※ポリオ集団予防接種、乳幼児健診、基本健診等は、住所地

以外での受診はできません。

※「予防接種」と「乳幼児健診」の時間は受け付け時間です。
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中仙
会場／中仙保健センター
■母子手帳交付日
日時／２月５日(火)・19 日
(火)午前９時～11時30分
■乳幼児健診
【４カ月児健診】
対象／19年９月・10月生
日時／２月22日(金)午後１
時～１時15分
【３歳月児健診】
対象／16年８月・９月生
日時／２月15日(金)午後０
時30分～０時45分
【乳幼児健康相談】
日時／２月20日(水)午前９
時30分～11時
会場／中仙西保育園
■成人
【健康相談日】
日時／２月25日(月)午後１
時30分～３時

西仙北
会場／市役所西仙北庁舎
■母子手帳交付日
日時／２月１日(金)・15 日
(金)午前９時～11時30分
■乳幼児健診
【４カ月児健診】
対象／19年９月・10月生
日時／２月27日(水)午後１
時～１時30分
【７カ月児健診】
対象／19年６月・７月生
日時／２月27日(水)午後１
時～１時30分
【１歳６カ月児健診】
対象／18年６月～８月生
日時／２月22日(金)午後１
時～１時30分
【乳幼児健康相談】
日時／２月13日(水)午前９
時～11時30分
■成人
【健康相談・栄養相談】
日時／２月４日(月)午前９時
～正午

神岡
会場／神岡保健センター
■母子手帳交付日
日時／２月６日(水)・20 日
(水)午前９時～11時30分
■乳幼児健診
【１歳６カ月児健診】
対象／18年７月～９月生
日時／２月29日(金)午後０
時50分～１時10分
【３歳児健診】
対象／16年８月～10月生
日時／２月29日(金)午後０
時30分～０時50分
【離乳食教室】
対象／①19年８月・９月生
②19年４月・５月生
日時／①２月８日(金)午前９
時45分～10時②２月15日
(金)午前９時45分～10時
■みんなの健康相談日
日時／２月の毎週水曜日、
午前９時～11時30分
■成人
【運動・栄養相談】
日時／２月27日(水)午後１
時30分～３時30分

O
m

agari

K
am

ioka

N
ishisenboku

N
akasen大曲

会場／大曲保健センター
■母子手帳交付日
日時／毎週木曜日の午前９
時～午後４時
■ポリオ予防接種
対象／【第１回目】19年５
月生【第２回目】18年11月
生
日時／２月１日(金)午後１時
～１時30分
■乳幼児健診
【４カ月児健診】
対象／19年10月生
日時／２月27日(水)午後１
時～１時30分
【７カ月児健診】
対象／19年７月生
日時／２月20日(水)午後１
時～１時30分
【１歳６カ月児健診】
対象／18年７月生
日時／２月19日(火)午後０
時45分～１時15分
【２歳６カ月児歯科健診】
対象／17年８月生
日時／２月18日(月)午後１
時～１時20分
【３歳児健診】
対象／16年８月生
日時／２月26日(火)午後０
時30分～１時
【乳幼児健康相談】
日時／２月20日(水)午前９
時30分～11時
【離乳食教室】
対象／19年８月・９月生
日時／２月13日(水)午前９
時45分～10時
■成人
【成人健康相談】
日時／２月27日(水)午前９
時30分～11時30分

今月の写真は

12月20日の協和地域
４・７カ月児健診からです！
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ライブコンサート

仙北

朗読の魅力ついての講演
鞠水塾

大曲

　仙台フィルハーモニー管弦楽

団のメンバー７人で構成する

「ルーセス」のライブコンサート

を行います。

　全席自由席で入場無料ですが、

入場には整理券が必要です。鑑

賞希望の方は仙北ふれあい文化

センター窓口でお早めにお求め

ください。整理券は一人２枚ま

でで、なくなり次第配布を終了

します。

■日時／３月16日（日）午後４時

開演

■会場／仙北ふれあい文化センター

■入場料／無料（要整理券）

■整理券配布日／２月８日（金）

午前９時～

■整理券配付場所／仙北ふれあ

い文化センター窓口

【問い合わせ】

仙北ふれあい文化センター

� 0187-69-3333まで
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　大曲公民館では、いろいろな

分野の方からお話を聞いて知識

を広める「鞠水塾」を行います。

■日時／１月30日（水）午後１時

30分～３時

■会場／大曲公民館

■講師・演題／大曲朗読の会主

宰・奥田敦夫さん「朗読の魅力に

魅せられて」

【問い合わせ・申し込み】

大曲公民館

� 0187-62-1312まで

　現在南外地域に在住している

方、または南外地域出身の方で、

数え年で男性42歳、女性33歳の

方を対象に厄払いと歳祝い行事

を開催します。

　南外地域在住の方には案内通

知をお送りしますが、地域外に

在住している方で参加を希望さ

れる方は、電話で申し込みくだ

さい。

■日時／２月２日（土）午後１時～

■会場／南外コミュニティセンター

■申込受付期限／１月24日（木）

【問い合わせ・申し込み】

南外公民館

� 0187-74-2130まで

コスモス映画っこ上映会

中仙

南外地域合同歳祝い

南外

　芸術文化協会中仙支部による芸

能発表会を行います。

　入場無料ですので、ぜひお越し

ください。当日は、受付窓口で「芸

文中仙第37号」（１冊800円）を頒布

します。

■日時／２月10日（日）正午～

■会場／中仙市民会館（ドンパル）

■入場料／無料

【問い合わせ】

芸術文化協会中仙支部

（ドンパル内）

� 0187-56-7201まで

　無料の映画鑑賞会です。親子

で友達同士でお越しください。

■期日／１月27日（日）

■時間／

【レミーのおいしいレストラン】

午後１時～

【フラガール】午後３時～

■会場／道の駅なかせん

■入場料／無料

【問い合わせ】

中仙観光協会

� 0187-56-2337まで

芸術文化の集い

中仙

仙
台
フ
ィ
ル
の
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ー
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い
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情報交差点情

あなたの応急処置が命を救う

知識と技術を習得「救命講習」

　心肺蘇生や止血方法、AED

（自動対外式除細動器）の取り

扱いなどの知識を学ぶ講習会

です。

　受講希望の方はお問い合わ

せください。（受講時間は３時

間です）

受講料／無料

【問い合わせ】

最寄りの消防分署

大曲消防署

� 0187-63-0151まで

３時間ごとに更新
秋田中央・県南の道路状況

　湯沢河川国道事務所では、

ホームページで24時間先までの

道路路面予測情報（乾燥・濡れ・凍

結注意・圧雪注意・シャーベット状）

をお知らせしています。お出か

け前にぜひご利用ください。

◆対象道路／国道７号・13号・

46号、日本海沿岸東北自動車道

（秋田、本荘、協和、神岡、湯沢、院

内、角館、生保内）

◆提供期間／３月10日（月）まで

【問い合わせ】

国土交通省湯沢河川国道事務

所道路管理課

� 0183-73-3174まで

ht tp: / /www.thr.ml i t .go. jp /
yuzawa/

22 (火)

20 (日)

第21回古四王堂火消しもちまつり
　■午前10時30分～■古四王神社境内
休日外科当番医：大曲中通病院（大曲）☎0187-63-2131
休日歯科当番医：佐藤歯科医院（大曲）☎0187-63-0308
小児救急診療：仙北組合総合病院（大曲）☎0187-63-2111

(木)17

19 (土)

(金)18 介護予防講演会■午後１時30分～■大曲中央公民館（無料）

(水)23

休日外科当番医：仙北組合総合病院・整形（大曲）☎0187-63-2111
休日歯科当番医：畠山歯科医院（南外）☎0187-74-3115
小児救急診療：仙北組合総合病院（大曲）☎0187-63-2111

(日)３

(月)４

16１/ (水)

１月16日(水)～２月４日 (月)
大仙市の行事予定

27 (日)

第19回中仙地域文化財防災訓練
　■午前10時～■水神社境内
市民スキー教室■午後６時30分～■大曲ファミリースキー場（3,000円）※P11
休日外科当番医：仙北組合総合病院・外科（大曲）☎0187-63-2111
休日歯科当番医：角間川歯科医院（大曲）☎0187-65-3536
小児救急診療：仙北組合総合病院（大曲）☎0187-63-2111

第16回協和地域文化財防火デー
　■午前10時～■唐松神社境内
市民スキー教室■午後６時30分～■大曲ファミリースキー場（3,000円）※P11

26 (土)

(土)２

国民健康保険税（７期）納付期限日31 (木)

28 (月)

30 (水)

平成19年分所得申告開始（～３月17日）■午前９時～■各会場1２/ (金)

24 (木)

25 (金) 介護予防講演会■午後１時30分～■大曲中央公民館（無料）

29 (火)

21 (月)

太田地域行政相談■午前９時～ ■太田庁舎１階行政相談室
大曲地域行政相談■午前10時～ ■大曲庁舎市民ホール
協和地域行政相談■午前10時～ ■協和市民センター（和ピア）

道
路
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測
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報
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用
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。
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新会員を募集します
県立近代美術館ボランティア

　入館案内や作品の解説などをして

くれるボランティアを募集します。

◆応募資格／高校生以上で、事前

に研修を受け１カ月に１日以上、

１年を通してボランティア活動が

できる方（高校生は土・日曜日、祝

日、長期休業中の活動）

◆定員／20人

◆申込受付期限／２月７日（木）

【問い合わせ】

県立近代美術館

� 0182-33-8855まで

FAX0182-33-8858

あなたの意見を県政に
県政モニターを募集します

　詳しくはお問い合わせください。

◆募集人員／100人

◆申し込み方法／①氏名（ふりが

な）②住所③電話番号④年齢⑤性別

⑥職業⑦希望する通信手段（郵送ま

たはインターネット）⑧メールアドレ

ス⑨応募動機および県政で関心の

ある事柄（400 字程度）を明記し、

ファックス、郵便、メールで応募

◆申込受付期限／３月３日（月）

【問い合わせ】

秋田県情報公開センター

� 018-860-1071まで

FAX018-860-1072

〒010-8570（住所不要）

monitor@mail2.pref.akita.jp

該当者はぜひご利用ください
「住宅ローン減税」説明会

　住宅ローン減税の確定申告書記

載説明会を行います。減税の対象

や詳細については、税務署窓口に

ある「住宅借入金等特別控除を受

けられる方へ」をご覧ください。

◆期日／２月５日（火）

◆時間／【午前の部】午前９時30

分～【午後の部】午後１時30分～

◆会場／大曲交流センター１階講堂

◆持参するもの／①住宅取得資金

の年末残高証明書②住民票の写し

③土地および家屋の登記事項証明

書④請負契約書または売買契約書

の写し⑤ 19 年分源泉徴収票（原

本）⑥印鑑・ボールペン・電卓・振

込口座番号（申告者本人のもの）

【問い合わせ】

大曲税務署個人課税部門

� 0187-62-2191まで

説明会を行います
改正パートタイム労働法

　改正されたパートタイム労働法や

パートタイム労働者の雇用に関する

説明会を行います。参加希望の方は

ファックスで申し込みください。

◆日時／２月７日（木）午後１時

30分～４時

◆会場／秋田テルサ（秋田市）

◆定員／200人

◆申込受付期限／１月31日（木）

【問い合わせ・申し込み】

秋田労働局雇用均等室

� 018-862-6684まで

FAX018-862-4300

除雪機による事故を防ごう
安全で円滑な除雪作業

　冬になると歩行型除雪機による

事故が多発します。安全に作業す

るため次のことに注意しましょう。

【注意】

①作業前に取扱説明書をよく読

み、正しい使い方を理解する。

②回転部に近づく際はエンジンを

切り回転部が停止してから作業を

行いましょう。

③発進時は足元や後方の障害物に

十分注意する。

④雪を飛ばす方向に人・車・建物

がないことを確認する。

⑤除雪中は周りに人を近づけない

ようにする。

【問い合わせ】

除雪機安全協議会

� 03-3433-0415まで

２月はこの地域です
電気設備定期調査

　東北電気保安協会大曲事業所で

は、各家庭の電気設備を調査し、

結果をお知らせしています。

◆２月の調査対象／

【大曲地域】半在家、下深井

【西仙北地域】小杉山、鳥居野

【仙北地域】中屋敷、谷地、寺村

【太田地域】北野、古館

【問い合わせ】

東北電気保安協会大曲事業所

� 0187-63-4940まで
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そして秋田書壇の今
書の泰斗「赤星藍城」

　書家赤星藍城の作品や秋田県芸

術選奨を受賞した方々の作品をご

紹介します。

◆期間／１月25日（金）から３月

２日（日）まで

◆時間／午前９時30分～午後５時

◆会場／県立近代美術館（横手市）

◆観覧料／【一般】400円【学生】

300円【小・中学生】200円

【問い合わせ】

秋田県立近代美術館

� 0182-33-8855まで

成長に不安はありませんか
こどもの健康フォーラム

　子どもの成長や健康、子育てに

関しての疑問に応える健康フォー

ラムです。子どもの成長に関する

講演会や相談コーナーを行います。

◆日時／２月３日（日）午後１時～

◆会場／仙北ふれあい文化センター

◆参加費／無料

申込受付期限／２月１日（金）

【問い合わせ・申し込み】

秋田県南地区こどもの健康

フォーラム事務局

� 0120-446-870まで

FAX0120-652-215

秋
田
書
壇
の
今
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

県南の魅力を再発見
誘われて、秋田美人街道in大仙

　県南の文化や観光などの魅力を

探るフォーラムです。

　講演会やパネルディスカッショ

ン、冬花火の鑑賞など、お料理（美

人会席）を食べながら秋田の魅力

を探ってみませんか。

◆日時／２月１日（金）午後２時

30分～６時30分

◆会場／グランドパレス川端

◆定員／200人

※定員になり次第締め切ります。

◆参加費／3,500円

◆講師／前秋田公立美術工芸短期

大学学長・石川好さん、JR東日

本・見並陽一常務取締役

◆申し込み方法／①氏名②住所③

電話番号を記入し秋田21女性の

会事務局までファックスで申し込

みください。

【問い合わせ・申し込み】

秋田21女性の会事務局 千種さん

� 018-834-4642まで

FAX018-834-4642

大曲技術専門校の
スキルアップセミナー

　仕事をしている方を対象とした

無料の講習会です。

【Wordによるチラシ作成講習】

期日／２月５日（火）・６日（水）

定員／15人

【デジカメ・メール活用講習】

期日／２月７日（木）・８日（金）

定員／15人

【２級建築士試験準備講習】

期日／２月７日（木）から 29 日

（金）までに８日間

定員／10人

【集客効果のある

ホームページ作成講習】

期日／２月13日（水）・14日（木）

定員／10人

【JW-CAD等によるパース作成講習】

期日／２月21日（木）・22日（金）

定員／10人

【社会保険実務講習】

期日／２月26日（火）・27日（水）

定員／10人

【HTMLによる

ホームページ作成講習】

期日／２月27日（水）・28日（木）

定員／10人

◆時間／午前９時～午後４時

◆会場／大曲技術専門校

【問い合わせ・申し込み】

大曲技術専門校

� 0187-62-6321まで

FAX0187-62-3680

秋
田
の
魅
力
を
再
発
見

し
、
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
で

き
る
よ
う
一
緒
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。
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刈和野の大綱引き
２月10日(日)

綱合わせ作業＝午後８時～、引き合い開始＝午後９時～

会場／西仙北地域刈和野大町通り

【問い合わせ】

西仙北総合支所地域振興課☎0187-75-1111

川を渡るぼんでん
２月11日(月)

町内披露＝午前７時ころ、渡船＝午前９時30分ころから

会場／大曲地域花館地区雄物川

【問い合わせ】花館公民館☎0187-62-3012

稲沢の雪まつり
２月10日(日)午前10時～

会場／協和地域稲沢地区水沢温泉裏特設会場

【問い合わせ】

稲沢自治公民館・佐々木館長☎018-894-2210

鳥子舞・大曲の綱引き行事
２月15日(金)

鳥子舞＝午後２時～、綱引き開始＝午後９時30分ころから

会場／諏訪神社・大曲上大町周辺

【問い合わせ】

商工観光課☎0187-63-1111内線252

払田柵の冬まつり
２月16日(土)午前９時～

※蝦夷ほたる点灯は午後４時～

会場／払田柵跡

【問い合わせ】

仙北総合支所地域振興課☎0187-63-3003

太田の火まつり
２月16日(土(土)土)昼の部＝正午～、夜の部＝午後６時)昼 30分～

会場／奥羽山荘西側広場

【問い合わせ】

太田町観光協会☎0187-88-1633

第８回冬の詩情in合貝
２月17日(日)午後０時30分～

会場／協和市民センター「和ピア」前広場

【問い合わせ】合貝雪祭り実行委員会・山谷さん☎090-6223-74

刈和野の大綱引き

川を渡るぼんでん

稲沢の雪まつり

鳥子舞・大曲の綱引き

払田柵の冬まつり

太田の火まつり

冬の詩情in合貝

（12/31現在）

　人　口　93,522 人（－ 72）  ／ 出生  44人

　　　男　44,292 人（－ 29） ／ 死亡  99人

　　　女　49,230 人（－ 43） ／ 転入109人

　世帯数　30,530世帯（＋ 15） ／ 転出126人

▼
こ
の
時
期
に
思
い
起
こ
す
の
は
２
年
前
の
記
録

的
な
大
雪
と
昨
年
の
暖
冬
。
「
さ
て
さ
て
今
年

は
？
」
と
思
っ
て
い
た
ら
、
初
雪
は
早
か
っ
た
も

の
の
一
度
降
っ
た
後
は
か
ら
り
と
し
た
晴
天
の

日
々
▼「
こ
れ
が
温
暖
化
と
言
う
も
の
か
…
こ
ん

な
に
雪
が
降
ら
な
い
年
が
続
く
と
雪
国
返
上
だ

な
ぁ
…
」
と
や
や
肩
す
か
し
な
気
分
で
し
た
が
、

い
よ
い
よ
降
っ
て
き
ま
し
た
。年
が
変
わ
る
の
を

待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
、元
旦
か
ら
連
日
の
雪

日
。い
よ
い
よ
今
年
も
冬
本
番
▼
桜
の
花
び
ら
の

落
下
速
度
は
秒
速
５
セ
ン
チ
だ
そ
う
で
す
が
、空

か
ら
舞
い
落
ち
る
雪
の
花
び
ら
も
同
じ
く
ら
い
で

し
ょ
う
か
。
し
ず
し
ず
と
、
ゆ
る
や
か
に
降
り
積

も
る
雪
を
見
る
と
心
が
和
み
ま
す
。や
は
り
雪
が

降
っ
て
こ
そ
の
秋
田
県
大
仙
市
。今
年
こ
そ
は
雪

国
ら
し
い
姿
を
見
せ
て
ほ
し
い
も
の
で
す（
あ
く

ま
で
程
々
に
で
す
が
…
）▼
来
月
か
ら
市
内
各
地

域
で
冬
祭
り
が
行
わ
れ
ま
す
。昨
年
は
雪
不
足
が

影
響
し
、冬
祭
り
な
の
に
雪
が
な
い
状
態
で
し
た

が
、今
年
こ
そ
は
本
来
の
祭
を
見
る
こ
と
が
で
き

そ
う
。み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
会
場
で
お
待
ち
し

て
い
ま
す
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
三
）


